
御購読者各位

　道路交通法の改正により、「準中型自動車」「準中型免許」の新設等があり、
平成 29 年 3 月 12 日から施行されました。
　これにより、訂正が必要な箇所がございます。
　お手数ではございますが、この補遺をご確認いただき、該当箇所に追加・訂
正をして、ご使用くださいますようお願い申し上げます。

平成 29 年３月

駐車監視員資格者必携　補遺
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◎ 55 頁
表3-2　自動車の分類

自動車の種類 説　　　　　明

大型自動車

大型バス 乗車定員が 30人以上のもの

大型バス
（重量 11t 以上，
定員 29人以下）

車両総重量が 11,000㎏以上で、乗車定員が 29人以下のもの

大型貨物
（次のいずれか）
○　車両総重量が 11,000㎏以上のもの
○　最大積載量が 6,500㎏以上のもの

中型自動車

中型バス
（次のいずれか）
○　車両総重量が 7,500㎏以上 11,000㎏未満のもの
○　乗車定員が 11人以上 29人以下のもの

中型貨物
（次のいずれか）
○　車両総重量が 7,500㎏以上 11,000㎏未満のもの
○　最大積載量が 4,500㎏以上 6,500㎏未満のもの

準中型自動車

準中型乗用 乗車定員が 10人以下のもの
（次のいずれか）
○車両総重量が 3,500kg 以上 7,500kg 未満のもの
○最大積載量が 2,000kg 以上 4,500kg 未満のもの準中型貨物

普通自動車

普通乗用 乗車定員が 10人以下のもの
車両総重量が 3,500㎏未満のもの
最大積載量が 2,000㎏未満のもの

普通貨物

三輪貨物

軽四乗用
三輪、四輪の自動車で総排気量が 660㏄以下のもののうち、
長さ 3.4m以下、幅 1.48m以下、高さ 2.0m以下のもの軽四貨物

軽三貨物

ミニカー

総排気量 20㏄、定格出力 0.25kw を超え、総排気量 50㏄、
定格出力 0.6kw 以下の原動機を有する三輪以上のもので車室
の側面が構造上開放されていないもの、又は輪間距離が 0.5m
を超えるもの

大型特殊自動車 カタピラを有する自動車、ロード・ローラ、グレーダ、スクレー
パ等の特殊自動車のうち小型特殊自動車以外のもの

小型特殊自動車

特殊自動車で、車体の大きさが、長さ 4.7m以下、幅 1.7m以
下、高さ 2.0m（ヘッドガード、安全キャブ、安全フレームそ
の他これらに類する装置が備えられている自動車で、当該装
置を除いた部分の高さが 2.0m以下のものにあっては、2.8m）
以下に該当するもののうち、15㎞毎時を超える速度を出すこ
とができない構造のもの

大型自動二輪車 総排気量 400㏄を超えるもの（側車付を含む）

普通自動二
輪車

普通二輪 総排気量 250㏄を超え 400㏄以下のもの（側車付を含む）

軽二輪 総排気量 125㏄を超え 250㏄以下のもの（側車付を含む）

二種原付 総排気量 50㏄を超え 125㏄以下のもの（側車付を含む）

ただし、大特、二輪、
小特、軽自動車を除
く。

備考�　車体の構造上その運転に係る走行の特性が二輪の自動車の運転に係る走行の特性に類似するものとし
　　て内閣総理大臣が指定する三輪の自動車については、二輪の自動車とみなして、この表を適用する（平成
　　21年9月1日施行）。

追加

訂正

訂正
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表3-3�　道路交通法上の自動車・原動機付自転車の道路運送車両法上
の分類とナンバープレートの種類

道路運送車両法上の分類 ナンバープレート

道
路
交
通
法
上
の
自
動
車

大型バス

普通自動車
自動車登録番号標

大型自動車 大型バス（重量 11t
以上，定員 29人以下）
大型貨物

中型自動車 中型バス 普通自動車又は小型自動車中型貨物

準中型自動車 準中型乗用 普通自動車又は小型自動車 自動車登録番号標準中型貨物

普通自動車

普通乗用 普通自動車
（総排気量 2,000cc 超）
小型自動車
（総排気量 2,000cc 以下）

自動車登録番号標普通貨物

三輪貨物
軽四乗用

軽自動車
（総排気量 660cc 以下） 車両番号標軽四貨物

軽三貨物
ミニカー 原動機付自転車 標識

大型特殊自動車 大型特殊自動車 自動車登録番号標
小型特殊自動車 小型特殊自動車 標識
大型自動二輪車 小型自動車 車両番号標

普通自動二輪車

普通二輪 小型自動車 車両番号標

軽二輪 軽自動車
（総排気量 250cc 以下） 車両番号標

二種原付 原動機付自転車
（総排気量 125cc 以下） 標識

道路交通法上の原動機付自転車 原動機付自転車
（総排気量 50cc 以下） 標識

◎ 56頁

◎ 61 頁

（2）中型自動車
　中型自動車とは､ 車両総重量が 7,500 キログラム以上 11,000 キロ

グラム未満､ 最大積載量が 4,500 キログラム以上 6,500 キログラム未

満又は乗車定員が 11人以上 29人以下の車両で､ 大型特殊自動車など

に当たらないものです。

　中型自動車は､「中型バス」､「中型貨物」に分類されます。

　なお､ 中型自動車は､ 道路運送車両法上の普通自動車又は小型自動車

に含まれます。

写真　略

（３）準中型自動車
　準中型自動車とは、車両総重量が 3,500 キログラム以上 7,500 キロ

グラム未満、最大積載量が 2,000 キログラム以上 4,500 キログラム未

満の車両で、大型特殊自動車などに当たらないものです。

　乗車定員は、普通自動車と同様に 10人以下です。

　準中型自動車は、「準中型乗用」、「準中型貨物」に分類されます。

追加

追加

訂正
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◎ 69 頁
表3-5�　道路交通法上の自動車・原動機付自転車の道路運送車両法上

の分類とナンバープレートの特徴

道路運送車両法上
の分類

ナンバープレートの特徴
大きさ＊ 塗色・事業用 塗色・自家用 分類番号の上1桁

道
路
交
通
法
上
の
自
動
車

大型自動車

中型自動車

大型バス

普通自動車 220×440
緑地に白文字 白地に緑文字

大型バス（重量
11t 以上，定員
29人以下）
大型貨物
中型バス

普通自動車
又は小型自動車

220×440
又は

165×330中型貨物

準中型自動車
準中型乗用

165×330 緑地に白文字 白地に緑文字
3・5・7（・8）

準中型貨物 1・4・6（・8）

普通自動車

普通乗用
165×330 緑地に白文字 白地に緑文字普通貨物

三輪貨物
軽四乗用

軽自動車 165×330 黒地に黄文字 黄地に黒文字軽四貨物
軽三貨物
ミニカー 原動機付自転車（第一種）（市町村条例に基づく標識）

大型特殊自動車 大型特殊自動車 165×330 緑地に白文字 白地に緑文字 9・0
小型特殊自動車 小型特殊自動車 （市町村条例に基づく標識）

大型自動二輪車 小型自動車 125×230 緑地に白文字枠は白色
白地に緑文字
枠は緑色

普通自動二輪車
普通二輪 小型自動車 125×230 緑地に白文字枠は白色

白地に緑文字
枠は緑色

軽二輪 軽自動車（検査対象外）125×230 緑地に白文字 白地に緑文字
二種原付 原動機付自転車（第二種）（市町村条例に基づく標識）

道路交通法上の原動機付自転車 原動機付自転車（第一種）（市町村条例に基づく標識）
＊単位ミリメートル

3・5・7（・8）

1・4・6（・8）

5（・8）

4（・8）

2（・8）

1（・8）
2・5・7（・8）
1・4（・8）

追加
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放置違反金の額・反則金の額一覧
（放置違反金）

大 型 自 動 車
中 型 自 動 車
準 中 型 自 動 車
大 型 特 殊 自 動 車
重 被 牽

けん
引 車

普 通 自 動 車

小 型 特 殊 自 動 車
大 型 自 動 二 輪 車
普 通 自 動 二 輪 車
原 動 機 付 自 転 車

放置駐車違反（駐停車禁止場所等（高齢運転者等
専用場所等以外））
○　禁止場所放置（指定・法定）
○�　時間制限駐車区間で指定部分に従わないで
駐車枠外である交差点等における放置　※1
○�　高齢運転者等専用時間制限駐車区間で標章
車以外の車両の駐車枠外である交差点等にお
ける放置　※2
○　高速自動車国道放置
○　自動車専用道路放置

25,000 円 18,000 円 10,000 円

放置駐車違反（駐停車禁止場所等（高齢運転者等
専用場所等））
○　禁止場所放置（指定・法定）
○�　高齢運転者等専用時間制限駐車区間で標章
車以外の車両の法定駐停車禁止場所である駐
車枠内における放置　※2

27,000 円 20,000 円 12,000 円

放置駐車違反（駐車禁止場所等（高齢運転者等専
用場所等以外））
○　禁止場所放置（指定・法定）
○　無余地場所放置
○　左側端に沿わない放置
○　交通妨害放置
○�　路側帯設置場所で法定方法に従わない放置
○　路側帯設置場所で交通妨害放置
○　指定方法に従わない放置
○�　時間制限駐車区間で指定部分に従わない放
置　※1
○�　時間制限駐車区間で指定方法に従わない放
置　※1
○�　高齢運転者等専用時間制限駐車区間で標章
車以外の車両の駐車枠外における放置　※2

21,000 円 15,000 円 9,000 円

放置駐車違反（駐車禁止場所等（高齢運転者等専
用場所等））
○　禁止場所放置（指定・法定）
○�　高齢運転者等専用時間制限駐車区間で標章
車以外の車両の駐車枠内における放置　※2

23,000 円 17,000 円 11,000 円

駐停車違反（駐車禁止場所等（高齢運転者等専用
場所等以外））
○　時間制限駐車区間で時間超過
○�　時間制限駐車区間でパーキング・チケット
の発給を直ちに受けない、又は発給を直ちに
受けたが前面の見やすい箇所に掲示しない
○�　警察署長の指定した駐車終了時刻の経過

12,000 円 10,000 円 6,000 円

表5-1　確認の対象となる車両
自動車の種類 説　　　　　明

大型自動車

大型バス 乗車定員が 30人以上のもの
大型バス（重
量 11t 以上，定
員 29人以下）

車両総重量が 11,000㎏以上で、乗車定員が 29 人以下の
もの

大型貨物
（次のいずれか）
○　車両総重量が 11,000㎏以上のもの
○　最大積載量が 6,500㎏以上のもの

中型自動車

中型バス
（次のいずれか）
○　車両総重量が 7,500㎏以上 11,000㎏未満のもの
○　乗車定員が 11人以上 29人以下のもの

中型貨物
（次のいずれか）
○　車両総重量が 7,500㎏以上 11,000㎏未満のもの
○　最大積載量が 4,500㎏以上 6,500㎏未満のもの

準中型自動車
準中型乗用 乗車定員が 10人以下のもの

（次のいずれか）
○車両総重量が 3,500kg 以上 7,500kg 未満のもの
○最大積載量が 2,000kg 以上 4,500kg 未満のもの準中型貨物

普通自動車

普通乗用 乗車定員が 10人以下のもの
車両総重量が 3,500㎏未満のもの
最大積載量が 2,000㎏未満のもの

普通貨物
三輪貨物
軽四乗用

三輪、四輪の自動車で総排気量が660㏄以下のもののうち、
長さ 3.4 ｍ以下、幅 1.48 ｍ以下、高さ 2.0 ｍ以下のもの軽四貨物

軽三貨物

ミニカー

総排気量 20㏄、定格出力 0.25kw を超え、総排気量 50㏄、
定格出力 0.6kw 以下の原動機を有する三輪以上のもので
車室の側面が構造上開放されていないもの、又は輪間距離
が 0.5mを超えるもの

大型特殊自動車 カタピラを有する自動車、ロード・ローラ、グレーダ、ス
クレーパ等の特殊自動車のうち小型特殊自動車以外のもの

小型特殊自動車

特殊自動車で、車体の大きさが、長さ 4.7 ｍ以下、幅 1.7
ｍ以下、高さ 2.0 ｍ（ヘッドガード、安全キャブ、安全フレー
ムその他これらに類する装置が備えられている自動車で、
当該装置を除いた部分の高さが 2.0 ｍ以下のものにあって
は、2.8 ｍ）以下に該当するもののうち、15㎞毎時を超え
る速度を出すことができない構造のもの

大型自動二輪車 総排気量 400㏄を超えるもの（側車付を含む）

普通自動二輪車
普通二輪 総排気量 250㏄を超え 400㏄以下のもの（側車付を含む）
軽二輪 総排気量 125㏄を超え 250㏄以下のもの（側車付を含む）
二種原付 総排気量 50㏄を超え 125㏄以下のもの（側車付を含む）

原動機付自転車 総排気量 50㏄以下のもの

軽車両 重被牽
けん

引車 牽
けん

引されるための構造、装置を有する車両で、車両総重量
が 750㎏を超えるもの（例～トレーラ）

備考�　車体の構造上その運転に係る走行の特性が二輪の自動車の運転に係る走行の特性に類似するものとし
　　て内閣総理大臣が指定する三輪の自動車については、二輪の自動車とみなして、この表を適用する（平成
　　21年9月1日施行）。

◎ 132 頁

◎ 307 頁

ただし、大特、二輪、小
特、軽自動車を除く。

訂正

訂正

追加

追加
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◎ 308 頁
（反則金）� （平成 29 年 3 月 12 日施行）

（単位千円）

注　⑴�　大型車とは大型自動車、中型自動車、準中型自動車、大型特殊自動車、トロリーバス及び路面電車。
普通車とは普通自動車及び軽自動車。二輪車とは大型自動二輪車及び普通自動二輪車をいいます。

　　⑵�　「積載物重量制限超過」の欄の「大型車」の※印は、悪質な違反となり、反則金でなく、直接罰金等
が科せられます。

　　⑶　「速度超過」の欄の「高速」は、高速自動車国道又は自動車専用道路をいいます。
　　⑷�　「放置駐車違反」及び「駐停車違反（駐車禁止場所等（高齢運転者等専用場所等以外））」の欄の「大型車」

は、重被牽引車を含みます。
　　⑸�　「初心運転者標識表示義務違反」の欄の「大型車」は、準中型免許を受けていた期間が 1年に達しな

い者（当該免許取得前に 2年以上普通免許を受けていた者を除く。）のみに適用されます。
　　⑹　「聴覚障害者標識表示義務違反」の欄の「大型車」は、準中型自動車のみに適用されます。

訂正

訂正

訂正

追加
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◎ 309 頁

注　⑴�　「酒気帯び」の数値は、呼気 1リットルに含むアルコール保有量をいいます。
　　⑵�　「速度超過」の欄の「高速」は、高速自動車国道又は自動車専用道路をいいます。
　　⑶　「座席ベルト装着義務違反」の助手席以外の着用については、高速自動車国道等のみの点数となります。
　　⑷�　この表にない違反行為には点数がつけられません。
　　⑸�　同時にこの表の 2以上の違反行為をした場合には、そのいずれか高い点数のみがつけられることにな

ります。
　　⑹�　「初心運転者標識表示義務違反」は、準中型免許（当該免許取得前に 2年以上普通免許を受けていた

者を除く。）及び普通免許を受けていた期間が 1年に達しない者のみの点数となります。
　　⑺　「聴覚障害者標識表示義務違反」は、準中型自動車、普通自動車のみの点数となります。

交通違反点数一覧 （平成29年3月12日施行）

訂正

追加
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◎ 322 頁

車両の種類の略称
略称 車両の種類（定義） 該当する車両

大型 大型自動車 大型バス、大型バス（重量 11t 以上，定員 29 人
以下）、大型貨物

大型等 大型自動車、特定中型自動車及び大型特殊自動車
大型バス、大型バス（重量 11t 以上，定員 29 人
以下）、大型貨物、中型バス、中型貨物、大型特
殊自動車

中型 中型自動車 中型バス、中型貨物

特定中型 特定中型自動車※ 中型バス、中型貨物

準中型 準中型自動車 準中型乗用、準中型貨物

普通 普通自動車 普通乗用、普通貨物、三輪貨物、軽四乗用、軽四
貨物、軽三貨物、ミニカー

大特 大型特殊自動車 大型特殊自動車

自二輪 大型自動二輪車及び普通自動二輪車 大型自動二輪車、普通二輪、軽二輪、二種原付

軽
長さが 3.4m 以下、幅が 1.48m 以下、高さが 2.0m
以下の普通自動車（内燃機関を原動機とする自動車
にあっては、総排気量が 660㏄以下のものに限る）

軽四乗用、軽四貨物、軽三貨物

小特 小型特殊自動車 小型特殊自動車

原付 原動機付自転車 原動機付自転車

二輪 二輪の自動車及び原動機付自転車 大型自動二輪車、普通二輪、軽二輪、二種原付、
原動機付自転車

乗用 専ら人を運搬する構造の自動車
大型バス、大型バス（重量 11t 以上，定員 29 人
以下）、中型バス、普通乗用、軽四乗用、ミニカー、
大型自動二輪車、普通二輪、軽二輪、二種原付

大乗 大型乗用自動車 大型バス、大型バス（重量 11t 以上，定員 29 人
以下）

中乗 中型乗用自動車 中型バス

特定中乗 特定中型乗用自動車 中型バスのうち、車両総重量が 8,000㎏以上又は
乗車定員が 11人以上のもの

準中乗 準中型乗用自動車 準中型乗用

バス 大型乗用自動車及び特定中型乗用自動車 大型バス、大型バス（重量 11t 以上，定員 29 人
以下）、中型バス

大型バス 乗車定員が 30人以上の大型乗用自動車 大型バス

マイクロ 大型バス以外の大型乗用自動車及び特定中型乗用自
動車

大型バス（重量 11t 以上，定員 29人以下）、中型
バス

普乗 普通乗用自動車 普通乗用、軽四乗用、ミニカー

貨物
大型乗用自動車以外の大型自動車、中型乗用自動車
以外の中型自動車及び普通乗用自動車以外の普通自
動車

大型貨物、中型貨物、普通貨物、三輪貨物、軽四
貨物、軽三貨物

大貨 大型乗用自動車以外の大型自動車 大型貨物

大貨等 大型乗用自動車以外の大型自動車、特定中型乗用自
動車以外の特定中型自動車及び大型特殊自動車 大型貨物、中型貨物、大型特殊自動車

中貨 中型乗用自動車以外の中型自動車 中型貨物

特定中貨 特定中型乗用自動車以外の特定中型自動車 中型貨物のうち、車両総重量が 8,000㎏以上又は
最大積載量が 5,000㎏以上のもの

準中貨 準中型乗用自動車以外の準中型自動車 準中型貨物

普貨 普通乗用自動車以外の普通自動車 普通貨物、三輪貨物、軽四貨物、軽三貨物

路線バス 一般乗合旅客自動車運送事業の用に供する自動車

タクシー 一般乗用旅客自動車運送事業の用に供する自動車

けん引 重被牽
けん

引車を牽
けん

引している牽
けん

引自動車
標章車 高齢運転者等標章自動車

※�　「特定中型自動車」～車両総重量が 8,000㎏以上、最大積載量が 5,000㎏以上又は乗車定員が 11人以上の中型自動
車

追加

追加

追加


